
金
滞
古
蹟
志
巻
叶
四

を
ぽ
愛
に
安
置
し
‘
本
山
清
滞
華
院
貫
主
よ
り
天
聴
へ
建
せ
ら
れ
.

生
運
枇
良
往
露
滴
上
人
を
ぽ
関
山
と
た
し
‘
妙
脅
山
善
導
寺
と
鋭

し
、
従
三
位
藤
原
基
定
卿
親
筆
の
額
を
賜
ふ
。
共
額
丈
タ
一
尺
六
寸

横
四
尺
三
寸
に
し
て
如
v
左。

普導寺

従寛清
二永滞
Z 十華
w・・七院
藤辰炭末
原年寺
基八
定月
番豆
之日

裏
.書

山
一
部
衡
の
宥
漢
を
す
ぐ
に
あ
ら
は
し
て

末
の
世
ま
で
も
照
す
鏡
を

右
薬
師
如
来
の
隼
像
は
、
甚
だ
鍵
併
に
し
て
‘
霊
験
も
殊
に
い
ち
じ

る
し
。
ま
た
彼
の
白
髭
の
隼
面
は
、
前
田
家
よ
り
俳
優
家
波
吉
宮
門

へ
漬
け
ら
れ
し
ゅ
ゑ
、
三
十
三
年
目
毎
の
開
帳
の
筒
、
営
寺
開
基
小

西
宗
繍
の
子
孫
小
西
某
と
て
本
来
雨
家
あ
り
。
此
の
雨
家
の
者
波
吉
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文
政
四
年
二
月
郡
地
之
ク
所
町
支
配
と
成
る
時
、
卯
辰
村
領
山
上
下

町
は
.
山
下
町
と
町
名
を
建
て
た
り
。
山
下
は
山
上
に
封
し
た
る
町

名
た
る
が
故
に
、
.
ヤ
マ
シ
タ
と
呼
ぺ
り
。
此
の
町
名
手
v
今
存
せ
り
。

O
賓
識
寺
町

信
ヨ

文
政
四
年
二
月
郡
地
之
ケ
所
支
配
に
成
る
時
‘
卯
辰
村
領
山
上
下
町

は
山
下
町
・
肉
質
磁
寺
よ
り
春
白
鳥
居
迄
之
内
裏
湿
り
は
賓
磁
寺
町

と
あ
り
て
、
此
の
時
町
名
を
立
て
た
り
。
今
此
の
町
名
を
践
し
、
山

上
町
へ
属
せ
し
め
た
り
。

。
寅
指
摘
寺
康
桂

三
筒
屋
版
六
用
集
に
、
東
本
願
寺
道
場
費
減
寺
山
，
上
町
。
と
あ
り

τ
、
民
宗
の
道
場
た
り
し
か
ど
、
安
政
二
年
十
一
月
十
六
日
東
本
願

寺
別
院
よ
り
出
火
し
、
悉
く
焼
亡
す
。
然
る
慮
寅
磁
寺
住
持
付
火
の

由
露
顕
し
、
翌
三
年
下
口
刑
法
場
に
於
て
、
礁
の
刑
罪
に
底
せ
ら
れ
、

寺
は
破
却
せ
ら
る
0

.
共
の
寺
地
は
危
地
子
地
な
る
に
依
り
て
、
破
却

後
町
家
の
邸
地
と
な
し
、
家
屋
を
建
て
た
り
と
ぞ
。

o-
星

塚

正
保
四
年
幕
府
へ
港
建
あ
り
し
加
能
越
三
州
道
程
調
書
に
‘
柳
橋
村

よ
り
山
上
村
ま
で
拾
九
町
四
十
八
問
、
・
一
里
山
則
山
J

上
村
に
有
ν
之。

金
揮
官
蹟
志
巻
叶
四

ニ
入

方
へ
参
向
じ
‘
彼
の
隼
面
を
納
め
た
る
唐
植
を
荷
ひ
け
る
奮
例
に

て
、
開
腹
中
共
の
朝
彼
の
繭
人
に
山
上
町
の
者
指
添
ひ
、
波
吉
方
へ

迎
に
参
り
、
夕
景
ま
た
雨
入
荷
ひ
.
山
上
町
の
者
指
添
ひ
波
吉
方
へ

送
り
届
け
L

る
古
例
た
り
し
と
ぞ
。
然
る
に
明
治
十
六
年
十
二
月
十

五
日
、
彼
の
薬
師
堂
の
後
よ
り
出
火
し
‘
寺
中
残
ら
宇
焼
亡
す
。
此

の
時
薬
師
如
来
の
隼
像
、
治
よ
ぴ
彼
の
勅
額
と
呼
ぴ
来
れ
る
藤
原
基

定
卿
の
親
筆
な
る
扇
額
、
井
に
奮
藩
中
の
古
書
簡
等
悉
く
焼
失
し
た

る
が
、
翌
年
山
上
町
の
協
力
に

τ‘
今
の
働
閣
を
再
建
せ
り
。

。
山
よ
新
町

改
作
所
奮
記
に
載
せ
た
る
元
総
十
二
年
九
月
の
書
面
に
.
山
上
新
町

肝
煎
・
与
合
頭
の
名
見
ね
た
り
。
年
代
摘
要
に
、
享
保
十
五
年
町
絞

家
教
頭
振
山
上
新
町
百
十
七
軒
。
と
あ
り
。
此
の
頃
に
至
り
て
は
既

に
家
数
多
か
り
し
事
知
ら
れ
け
り
。
町
台
所
留
紀
に
、
文
政
四
年
二

月
郡
地
の
ケ
所
町
支
配
と
成
る
時
、
山
上
村
領
新
町
は
山
上
町
と
町

名
を
立
て
、
四
町
有
v
之
に
付
、
東
西
南
北
を
付
け
唱
ふ
べ
し
と
あ
り

て
、
此
の
時
山
上
町
へ
合
併
な
し
た
り
。
今
は
山
，
上
町
一
丁
目
よ

り
四
丁
目
ま
で
と
す
。

。

山

下

町

と
載
せ
た
る
一
里
山
は
、
創
ち
一
里
塚
の
事
也
。
改
作
所
稽
記
に
見

ゆ
る
・
延
寅
二
年
の
往
還
道
治
関
数
付
に
、
山
上
町
は
づ
れ
よ
り
竹

橋
町
は
づ
れ
ま
で
三
塁
三
町
二
十
五
問
。
と
あ
り
る
右
山
，
上
町
は
づ

れ
と
あ
る
も
、
山
上
町
の
町
は
づ
れ
に
あ
る
一
里
塚
よ
り
の
間
数
な

る
べ
し
。
亀
尾
記
に
一
試
ふ
。
山
上
町
の
多
賀
の
下
邸
よ
り
春
日
町
へ

出
づ
る
慮
に
一
星
稜
あ
り
o
A
A
よ
り
上
口
は
野
町
端
の
一
奥
様
ま

で
・
各
一
塁
に
し
て
定
町
あ
り
。
但
し
星
稜
は
共
遣
の
険
難
に
よ
り

長
短
あ
り
。
或
は
皮
多
・
藤
内
に
隼
除
あ
り
と
い
へ
り
0

・
平
次
按
宇
る

に
、
一
星
稜
は
烈
組
成
績
に
、
慶
長
九
年
二
月
四
回
世
子
下
v
令
使
v

築
耳
東
海
東
山
北
陸
三
道
星
稜
吋
と
見
b
、
綾
王
代
一
覧
に
も
、
慶
長
九

年
甲
辰
二
月
東
海
・
東
山
・
北
陸
の
郡
吏
に
命
じ
て
一
里
塚
を
築
か
せ

ら
る
。
と
あ
り
。
家
忠
日
記
に
は
、
此
年
二
月
四
日
台
徳
院
殿
鈎
命
に

依
り
て
、
東
海
道
及
び
越
後
海
道
に
各
一
里
塚
を
築
か
し
め
給
ふ
。

御
家
人
目
起
を
監
す
。
五
月
下
旬
に
至
り
て
成
就
す
。
と
あ
り
。
さ
れ

ば
此
の
時
築
き
た
る
は
、
徳
川
家
の
所
領
地
の
み
た
る
如
〈
問
ゆ
れ

芝
、
慶
長
九
年
の
頃
は
既
に
我
が
前
同
家
も
徳
川
家
に
随
身
し
て
.

彼
の
家
風
に
随
ひ
領
園
の
政
事
を
執
行
は
れ
し
か
ぽ
、
伎
の
下
知
に

依
り
て
、
加
賀
・
越
中
雨
閣
の
往
還
道
た
る
星
稜
も
‘
此
の
時
築
き
し
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